









































































































































































































































































































































































































































































































































ところで、『中央公論』の 1995 年 4 月号で、池田先生はジャーナリストの田原総一朗さんと
対談しています。そこで、王仏冥合についてこういう風に述べています。田原さんが、公明党が
結党された当時、王仏冥合が世間から政教一致とみなされていたことを指摘すると、池田先生は
「政教一致という意味ではない。王とは政治の次元、仏とは仏法の次元です。つまり、仏法の説
く慈悲の心をもって政治をしようという意味なんです」と答えました。さらに、田原氏が王仏冥
合自体は正しいわけですねと問うと、「正しいです。慈悲、生命尊重、福祉の理念を政治に反映
させようということですから。」と断言しています。
田原総一郎さんが私にこの対話のコピーをくれて教えてくれたんです。「ここをきちんと、佐
藤さん、勉強しないと、創価学会と公明党の関係のことはよくわからないよ」と。だから、王仏
冥合は正しいんですと池田先生が明言していることをどういうような形で現代的に表現するかと
いうことが、教学の専門家とか、政治学者とか、そういった人達の課題ではないかと思います。
地球時代の哲学：池田・トインビー対談の今日的意味
― 134 ―
創価学会のどこが強いか。これは、存在論的な平和主義なんです。自分の生き方、日々の生き
方の中に平和というのがしみ込んでいます。それだから、ある意味では、皆さん、創価大学で勉
強してしまったら、戦争ができない身体になります。（笑い）どんなに勇ましいことをしようと思っ
ても戦争はできないし、非暴力で物事を解決するところの強さを理論的にも生活の中でも体現し
ていくようになるわけです。
創価学会から離れてしまった公明党の昔の幹部なんかの考え方なんかを見ると、ああ、政教分
離の問題に行き過ぎがあったからこういうことになったんだなと思うことがあります。
政治には政治に内在する魔があります。カール・シュミットに言わせると、政治というのは友
と敵をわける、敵をやっつけるのが仕事です。宗教はそうではありません。そうすると政教分離
が行き過ぎると、「これは、名誉会長や創価学会の皆さんをわずらわせる話ではないです。」、「創
価学会の皆さんは知らないでいいです。」、「これは政治のことだから、こちらで解決します。」と
いうふうなことを繰り返していくと、だんだんだんだん自分が権力を持っていって、何でもでき
ると思い上がるようになる可能性があります。政界事件簿とか、裏何とかみたいな本を、かつて
の公明党の幹部で書いたりする人がいるんだけども、そういう現象の背後には、行き過ぎた政教
分離によるネガティブな要素、構造的な要因もあったと思います。そういうことがあったときは、
池田先生がいつも軌道修正をしてきました。それだから、政治と宗教の間の一番難しい微妙な関
係についても、池田先生は上手な調整をしてきました。
私は、創価大学からは型破りな人がたくさん出てくると思います。それはどういうことかとい
うと、創価大学にいるときに学問の型をきちっと覚えるから。神学や教学でもそうです。基本は
忠実にものすごく伝統的に手堅く勉強しないといけないと思います。その型をきちんと押さえた
ところで、そこから型を変形していくわけです。
キリスト教にとって一番重要なことはイエス・キリストという名です。この名が救いなんです。
私は、創価学会にとって一番重要なことは、池田大作先生という名前だと思います。そして、池
田先生の中に体現されているところの日蓮仏法、それは世界宗教と現在なりつつある仏法という
ことなんですけれども、それを皆さんが、体感するってことなんだと思います。だから、池田ト
インビー対談を読むことによって、皆さん自身は池田先生の思想を体験し、追体験していく、こ
れが非常に重要なことじゃないかと思います。
師弟関係という基本がしっかりしている人は、私を含む六師外道の外側のキリスト教徒からも、
尊敬されます。自分のきちんとした立場をもっている人は、それ以外のきちんとした立場を持っ
ている人たちからも尊敬されます。そして、相互理解が進みます。そのための良き教育をこの大
学はしていると思います。ぜひ皆さん、一生懸命になって勉強をして、友達を大切にして、いろ
んな課外活動で青春を燃焼してください。
